
公益社団法人日本新体操連盟 

平成 30 年度第 1 回総会議事録 

 

１． 会議名： 平成 30 年度第 1 回総会 

２． 日時： 平成 30 年 6 月 14 日（木）14 時 00 分～14 時 30 分 

３． 場所： 東京都港区西麻布 3-2-32 
「霞会館」  

４． 構成員現在数： 21 名 

５． 出席代議員数： 18 名  
以下出席社員  
松木 いつか (北上新体操クラブ ) 
比企野 智子 (NOVA 新体操クラブ ) 
下野 里香 (SATTE 新体操クラブ ) 
長野 美智代 (ANGEL R.G CLUB) 
中村 恵 (Amelia) 
滝澤 廣美 (シェリーＲ .Ｇ ) 
菊本 幸 (ヒューマンＲＧ ) 
飯島 千果 (ポップエンジェルＲＧ ) 
堤 祐子 (Twinkle Star RG) 
本江 睦 (マリン ) 
河野 美香 (ＮＰＯクレスト ) 
美谷島 知子 (フェアリーＲ．Ｇ．クラブ ) 
岡本 さおり (アンジュ ) 
北川 礼子 (Ｓｔｅｌｌａ Ｒ☆Ｇ ) 
高橋 匡子 (京都たかはし新体操クラブ ) 
安井 初子 (RATU RG) 
松坂 佳子 (ヴェニエラ RG) 
安達 美佐 (西福岡新体操クラブ ) 
本田 美香 (Rin RG) 

６． 欠席代議員数： 3 名 

７． 出席役員： 二木 英徳（会  長） 石﨑 朔子（副  会  長） 関田史保子（副  会  長） 
  池田真喜子（専務理事） 秋山エリカ（理  事） 熊谷 正儀（理  事） 
  崇島 慎一（理  事） 谷口 裕代（理  事） 橋本 千波（理  事） 
  宮嶋 泰子（理  事） 守永 直人（理  事） 小島浩二郎（監  事） 
  以上 12 名 

８． 欠席役員： 渡辺 守成（常務理事） 山﨑 浩子（常務理事） 谷原  誠（理  事） 
  村田 愛子（理  事）   
     

  以上 4 名 

９． 議案：  

 決議事項  

  第 1 号議案 平成 29 年度事業報告承認について（定款第 4,12 条関連事項） 

  第 2 号議案 平成 29 年度収支決算報告承認について（定款第 4,12 条関連事項） 

  第 3 号議案 理事・代議員推薦委員会について（定款第 3,5 章関連事項） 

  第 4 号議案 その他 

    

10． 議事の経過及び結果 

（１）議長による開会宣言 

(公社)日本新体操連盟・定款第 15 条の定めにより議長を会長二木英徳が勤め、開会宣

言を行った。 

（２）議事録署名人の選出 

定款第 18 条により、議長は議事録署名人を二木英徳会長、小島浩二郎監事、石﨑朔子



副会長と秋山エリカ理事にする事を議場に諮り承認された。 

（３）定足数の確認 

定款第 17 条により総会出席者数 18 名であることが崇島理事より告げられ、議決定足

数を満たしている事が報告された。 

 

（４）議決事項 

第 1 号議案 平成 29 年度・事業報告承認について（定款第 4,12 条関連事項） 

議長は説明者として石﨑朔子副会長を指名し、石﨑副会長は下記内容の説明を行った。 

１．平成 29 年度登録状況報告について 

平成 29 年度は 

加盟団体数 579 団体 

登録選手数 8,551 名 

愛好者数  29,702 名 

審判員数  1,218 名 

指導者数  1,462 名 

であった。前年度より微増となっている。 

 

２．「第 26 回全日本新体操クラブ選手権」について 

7 月 27 日から 29 日に「東京体育館」にて開催した。 

参加者数は 229 クラブ 687 名の参加 

クラブ対抗はイオンが 8 大会連続 24 回目の優勝 

シニアは立澤孝菜選手 

ジュニアは小池夏鈴選手 

が優勝した。 

 

東京オリンピックに向け、東京体育館が使えないため、30 年度は群馬県高崎市にて開

催する。地方開催のため参加者数の減少を覚悟していたが、予想より減少幅が少なか

った。御礼申し上げる。 

 

３．「第 17 回全日本新体操クラブ団体選手権」について 

8 月 26、27 日「東京体育館」にて開催した。 

参加者は 230 クラブチーム 1535 名が参加した。 

ジュニアの部で参加が大幅に増えたこと、AGG を新たに始めたことにより、昨年度よ

り 70 チームほど参加チームが増えたことは喜ばしい。 

競技では、「シニアの部」で「TESORO」が初優勝。 

「ジュニアの部」では「エンジェル RG カガワ日中」が初優勝を飾った。 

AGG ではシニアの部が「日本女子体育大学」が、U16 の部では「樟蔭ジュニア東大阪教

室」が、U12 の部では「TADOTSU Rhythmic Dunia」がそれぞれ第 1 回大会の優勝を飾

った。 

 

 

４．「イオンカップ 2017 世界新体操クラブ選手権」について 

大会は 9 月 28 日から 10 月 1 日にかけて「東京体育館」にて開催した。 

新体操の新周期に入り、顔ぶれも一新したが、ロシアのアベリナ選手ら世界トップ選

手が集まった。 

 

競技では、ロシア「ガスプロム」が 18 回連続 20 回目の優勝を飾った。シニア個人総

合では世界選手権金メダリスト・アベリナ選手が初優勝を飾った。 

また、2 位には新しくウズベキスタンが、そして 3 位には日本のイオンが初めてクラ

ブ対抗でメダル獲得をした。 

 

大会の人気が高まり、参加国が増えたため、2018 年大会は予選競技日程が変更する可



能性がある。 

 

 

５．「第 18 回日本新体操祭」 

「イオンカップ」2 日目の 9 月 30 日「東京体育館」で開催した。 

参加者数は 46 クラブ 1427 名であった。 

大変多くの参加者とそれをご覧になるお客様で、大変盛況であった。 

 

 

６．「第 20 回全日本新体操チャイルド選手権」 

「第 17 回全日本新体操キッズコンテスト」について 

今回は 397 クラブ 902 名の参加者を集め、3 月 2 日から 4 日にかけて「東京体育館」

にて開催した。 

５・６年生の部で「エンジェル RG カガワ日中」の喜田未来乃選手が、 

３・４年生の部は「カタリナ新体操クラブ」の西本愛実選手が初優勝を飾った。 

 

以上の説明の後、議長は質疑、意見等を求めたが発言は無かった。 

 

以上の後、第 1 号議案「平成 29 年度・事業報告承認」について全会一致可決された。 

 

 

第２号議案「平成 29 年度・収支決算報告」について（定款第 4,12 条関連事項） 

議長は説明者として池田真喜子理事を指名し、池田理事は下記内容の説明を行った。 

 

１．収支決算 

資料には平成 29 年度の予算と実績を記載している。 

 

「登録費」について 

昨年より登録数が微増ではあるが増えた、会費収入が 97 万円増収となった。 

 

「世界新体操クラブ選手権」について 

収入についてはスポンサー収入増加などから 2 億 6622 万 5837 円の収入があった。 

支出については、近年の人件費、宿泊費の高騰、世界で行われる国際大会の運営基準

が上がり、委託費の増加など必要経費が増加し、2 億 5977 万 5932 円の支出となった。 

 

「国内大会」について 

各大会とも参加者が増加し、参加費が増え、クラブ選手権 1531 万 2875 円。団体選手

権 1408 万 668 円、チャイルド選手権 2071 万 2440 円の収入となった。支出は参加者増

により多少経費が増え、クラブ選手権 1488 万 2269 円。団体選手権 1269 万 2735 円、

チャイルド選手権 1703 万 3734 円の支出となった。 

 

以上により、平成 29 度事業活動収入合計は 3 億 3458 万 941 円。事業費支出計が 3 億

853 万 9176 円。管理費が 2149 万 8020 円。事業費支出と管理費を合わせ、3 億 3003

万 7196 円が 29 年度の支出合計となった 

29 年度収入から、支出を差し引き 454 万 3745 円が当期収支差額となった。 

 

前期繰越金 138 万 6537 円に当期収支差額 454 万 3745 円を加え 593 万 282 円が次期繰

越となった。 

 

２．貸借対照表、財産目録 

29 年度は流動資産が 675 万 864 円。流動負債は預り金で 361 万 385 円を計上。平成 30

年 3 月 31 日時点の正味財産は昨年度より、454 万 3745 円増加し、基本財産、資産等



含め 2755 万 4338 円となった。 

 

３．監事承認 

この決算内容は本連盟監事より、承認いただいていることを合わせて報告した。 

 

以上の説明の後、議長は質疑、意見等を求めたが発言は無かった。 

 

以上の後、第２号議案「平成 29 年度・収支決算報告承認」について全会一致可決された。 

 

 

第３号議案「役員、代議員推薦委員会」について（定款第 3,5 章関連事項） 

議長は説明者として池田真喜子理事を指名し、池田理事は下記内容の説明を行った。 

 

１．任期 

本連盟役員及び代議員の任期は次年度報告総会までとなっている。役員、代議員は候補

者の中から、加盟クラブ、社員に選出してもらわなければならない。 

 

２．推薦委員会メンバー  

その候補者の推薦を行う委員会のメンバーをこの総会で選出いただきたい。 

本連盟規約により、推薦委員会のメンバーは 5 名。また規約により、二木会長と池田事

務総長が定められており、他 3 名を石崎副会長、関田副会長、渡辺常務理事を委員会メ

ンバーとしてご提案差し上げたい。 

 

以上の説明の後、議長は質疑、意見等を求めたが発言は無かった。 

 

以上の後、第３号議案「役員、代議員推薦委員会」について全会一致可決された。 

 

 

第４号議案「その他」について 

議長は議場にその他議案の提出を諮ったが、提案、報告はなかった。 

 

（５）閉会宣言 

議長は他に質問、意見がないのを確認し総会の終了を宣した。 

 

この議事録が正確であることを証するため、出席した代表理事、監事及び指名議事録署名人は次

に記名押印する。 

 
 
平成 30 年 6 月 14 日 

 

公益社団法人 日本新体操連盟 平成 30 年度第 1 回総会   

 

 

議事録署名人（代表理事）  二 木  英 徳   

 

 

議事録署名人（出席監事）  小 島  浩二郎   

 

 

議事録署名人（指名）  石 﨑  朔 子   

 

 



議事録署名人（指名）  秋 山  エリカ   

 


